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一
山
崎
佐
、
「
錦
小
路
文
書
」
、
⑩
⑨
③
」
、
日
本
医
史
学
雑
誌
、
６
②

昭
瓢
・
６
④
昭
釦
・
９
③
昭
謁

一
山
崎
佐
、
「
江
戸
幕
府
時
代
に
お
け
る
朝
廷
の
医
療
制
度
」
、
、
日
本
医

史
学
雑
誌
、
７
仙
昭
亜

一
山
田
重
正
『
典
医
の
歴
史
』
、
昭
弱

一
岡
田
靖
雄
・
樫
田
五
郎
「
あ
る
社
会
精
神
医
学
者
の
肖
像
」
、
臨
床

精
神
医
学
昭
⑥
、
一
九
八
四

一
『
公
卿
辞
典
』
、
坂
本
武
雄
、
昭
閖

（
京
都
府
医
師
会
）

中
務
在
官
一
条
雑
記
、
弘
化
二
年
十
一
月

丹
波
氏
系
譜
二
種

現
伝
の
『
医
心
方
』
の
テ
キ
ス
ト
に
は
、
半
井
本
・
仁
和
寺
本
・

延
慶
本
な
ど
の
系
統
が
知
ら
れ
る
が
、
こ
の
ほ
か
巻
二
・
四
に
関
し

て
は
別
系
の
異
本
が
存
在
す
る
。
す
な
わ
ち
、
側
江
戸
初
期
写
本

（
北
里
東
医
研
医
史
研
所
蔵
）
、
⑨
寛
政
写
本
（
内
閣
文
庫
所
蔵
本
の
う
ち
）
、

側
宝
暦
写
本
（
石
原
明
氏
旧
蔵
）
で
あ
る
。
『
医
心
方
』
は
書
誌
学
的

に
も
今
後
さ
ら
に
究
明
の
必
要
な
書
で
あ
る
が
、
こ
と
に
こ
の
巻

二
・
四
零
本
に
つ
い
て
の
報
告
は
皆
無
で
あ
る
。
よ
っ
て
こ
こ
に
そ

の
初
歩
的
検
討
を
行
っ
た
の
で
報
告
す
る
。

〈
１
〉
江
戸
初
期
写
本
（
以
下
、
江
戸
初
本
と
略
称
）

本
写
本
は
最
近
、
古
書
の
入
札
会
に
出
現
し
、
私
ど
も
の
研
究
室

の
蔵
に
帰
し
た
新
資
料
で
あ
る
。
い
う
ま
で
も
な
く
仁
和
寺
本
の
発

見
は
寛
政
、
半
井
本
・
延
慶
本
の
出
現
は
嘉
永
以
降
の
こ
と
で
あ
る

か
ら
、
そ
れ
以
前
、
と
り
わ
け
江
戸
初
期
の
写
本
と
い
う
こ
と
自

『
医
心
方
』
巻
二
・
四
の
異
本
群

に
つ
い
て

小
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日
戸
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体
、
極
め
て
貴
重
な
資
料
と
い
え
よ
う
。

本
書
の
現
状
は
巻
子
装
一
軸
で
あ
る
が
、
も
と
は
四
針
眼
訂
の
袋

綴
で
あ
っ
た
も
の
を
、
の
ち
に
巻
子
本
に
改
装
し
た
も
の
で
あ
る
。

い
か
な
る
理
由
に
よ
り
こ
の
よ
う
な
改
装
が
な
さ
れ
た
か
は
不
明
で

あ
る
が
、
と
も
か
く
改
装
時
、
丁
順
が
全
く
錯
乱
し
、
無
秩
序
の
状

態
で
継
ぎ
合
わ
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
い
ま
原
本
の
複
写
を
断
裁

し
、
他
本
を
参
考
に
冊
子
装
の
旧
に
復
元
し
た
と
こ
ろ
、
巻
二
の
約

四
分
の
一
、
巻
四
も
約
四
分
の
一
を
存
し
、
前
者
の
現
存
部
は
前
半

に
、
後
者
の
現
存
部
は
後
半
に
集
中
す
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
こ
の

書
は
改
装
の
時
点
で
か
な
り
損
傷
し
て
お
り
、
さ
ら
に
巻
子
装
に
裏

打
ち
さ
れ
て
か
ら
も
相
当
の
虫
損
を
受
け
て
い
る
。
書
写
年
代
は
識

語
が
な
い
の
で
未
詳
で
あ
る
が
、
江
戸
初
期
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ

う
。
朱
の
返
り
点
・
送
り
仮
名
が
付
さ
れ
、
こ
れ
は
後
述
の
宝
暦
本

と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。

〈
２
〉
寛
政
写
本
（
以
下
、
寛
政
本
と
略
称
）

寛
政
三
年
（
一
七
九
一
）
、
幕
命
に
よ
っ
て
江
戸
に
郵
致
さ
れ
た
仁

和
寺
本
は
、
多
紀
元
徳
が
元
簡
・
元
佼
ら
を
し
て
紗
写
せ
し
め
た

が
、
こ
の
際
、
欠
失
部
の
う
ち
巻
二
・
四
は
多
紀
家
所
伝
の
別
本
に

よ
っ
て
補
紗
さ
れ
た
（
元
徳
政
で
は
巻
十
一
・
二
十
二
も
多
紀
家
本
に
ょ

っ
た
と
い
う
が
、
札
記
は
こ
の
両
巻
を
仁
和
寺
本
と
称
す
る
。
い
ま
こ
れ
は

問
題
と
し
な
い
）
。
こ
の
巻
二
・
四
の
部
分
は
、
半
井
本
校
刻
の
際
、

校
勘
資
料
と
し
て
用
い
ら
れ
た
。
す
な
わ
ち
札
記
巻
二
・
四
中
に
引

か
れ
る
「
旧
紗
零
本
」
が
こ
れ
に
合
致
す
る
。

〈
３
〉
宝
暦
写
本
（
以
下
、
宝
暦
本
と
略
称
）

宝
暦
八
年
（
一
七
五
八
）
、
御
厨
子
所
預
若
狭
守
紀
宗
直
写
。
袋
綴
、

巻
二
・
四
合
一
冊
。
宗
直
は
武
内
宿
禰
の
後
喬
で
、
享
保
五
年
正
六

位
下
、
つ
い
で
御
厨
子
所
預
に
補
せ
ら
る
。
延
享
元
年
正
五
位
下
、

三
年
若
狭
守
に
遷
る
。
安
永
四
年
従
四
位
上
に
叙
さ
れ
、
天
明
五
年

卒
八
十
五
（
『
事
実
文
編
』
）
。
末
尾
に
宝
暦
八
年
十
二
月
十
四
日
付
の

識
語
一
葉
が
あ
る
。

〈
考
察
お
よ
び
結
論
〉

上
記
三
書
は
、
同
一
の
巻
二
・
四
零
写
本
か
ら
派
生
し
た
同
系
本

で
あ
る
。
い
ま
そ
の
共
通
の
底
本
を
祖
本
と
称
す
。
こ
の
祖
本
は
す

で
に
快
し
て
い
る
の
で
書
写
年
代
は
明
ら
か
で
は
な
い
が
、
室
町
以

前
の
旧
紗
に
か
か
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
ま
ず
間
違
い
な
い
。
少
く

と
も
江
戸
初
期
、
祖
本
に
は
か
な
り
の
損
傷
が
あ
っ
た
（
と
く
に
巻

二
）
。
そ
の
損
傷
状
態
か
ら
し
て
、
祖
本
は
粘
葉
も
し
く
は
袋
綴
の

冊
子
装
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
三
害
は
い
ず
れ
も
こ
の
損
傷
部
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の
文
字
を
欠
脱
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
巻
二
首
の
序
末
の
「
庸
誤
乱

聖
旨
」
の
五
文
字
は
、
半
井
本
で
は
本
文
に
は
な
く
、
後
人
の
細
注

（
特
有
の
右
下
り
字
体
）
で
「
已
上
五
字
雑
在
宇
治
本
医
家
本
等
伝
之
」

と
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
祖
本
は
宇
治
本
・
医
家
本
の
系
統
で
あ
る

こ
と
が
知
れ
る
。

江
戸
初
本
が
祖
本
を
あ
り
の
ま
ま
影
写
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と

は
、
忠
実
に
写
し
と
ら
れ
た
小
口
の
破
損
状
態
か
ら
窺
え
る
。
祖
本

は
、
巻
二
》
三
九
葉
、
巻
四
《
一
九
葉
で
あ
っ
た
。
寛
政
写
本
と
祖

本
と
の
間
に
は
、
江
戸
初
以
降
、
宝
暦
以
前
の
書
写
に
か
か
る
転
写

本
が
介
在
し
て
い
た
。
こ
れ
が
札
記
に
い
う
と
こ
ろ
の
「
旧
紗
零

本
」
と
目
さ
れ
る
。
祖
本
の
小
口
側
に
生
じ
た
欠
損
は
年
を
経
る
ご

と
に
損
傷
の
度
を
増
し
、
文
字
が
脱
落
し
て
い
っ
た
。
こ
の
こ
と

は
、
江
戸
初
本
↓
旧
紗
零
本
（
こ
れ
は
現
存
し
な
い
が
、
寛
政
本
と
ほ
ぼ

同
一
と
見
倣
せ
る
）
↓
宝
暦
本
の
順
に
欠
損
の
度
合
が
進
行
し
て
い
る

こ
と
か
ら
推
せ
る
。
寛
政
本
は
毎
半
葉
の
行
詰
に
関
し
、
祖
本
の
旧

を
伝
え
て
い
な
い
。
仁
和
寺
本
の
書
式
に
合
わ
せ
て
紗
写
さ
れ
た
か

ら
で
あ
る
。
宝
暦
本
は
巻
二
に
お
い
て
少
し
ず
つ
行
詰
が
多
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
た
め
、
三
九
葉
の
祖
本
を
三
八
葉
で
書
写
し
お
わ
っ
て

い
る
。
し
た
が
っ
て
小
口
に
あ
る
は
ず
の
欠
損
部
は
必
ず
し
も
小
口

に
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
巻
二
・
四
の
零
本
系
に
属
す
る
三
種
の
伝
本
の

う
ち
、
最
も
祖
本
の
旧
を
伝
え
て
い
る
の
は
今
回
出
現
し
た
江
戸
初

本
で
あ
り
、
次
い
で
寛
政
本
↓
宝
暦
本
の
順
で
あ
る
。
た
だ
し
江
戸

初
本
は
今
日
約
四
分
の
一
が
残
存
す
る
に
過
ぎ
な
い
零
本
中
の
零
本

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
系
統
を
校
勘
資
料
と
し
て
利
用
す
る

に
あ
た
っ
て
は
、
江
戸
初
本
を
第
一
と
し
、
残
り
は
寛
政
本
を
優
先

的
に
採
る
の
が
最
善
と
考
え
ら
れ
る
。

（
北
里
研
究
所
附
属
東
洋
医
学
総
合
研
究
所
医
史
学
研
究
室
）
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